
JP 2015-134216 A5 2016.2.4

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年2月4日(2016.2.4)
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【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３４　
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月15日(2015.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　初期設定処理を実行した後、制御データに基づき遊技の進行を制御する遊技制御処理を
実行する制御用ＣＰＵを内蔵した遊技制御用マイクロコンピュータと、
　前記制御データを記憶する不揮発性メモリと、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵又は外付けされて乱数値となる数値データ
を生成する乱数回路とを備え、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータは、
　前記初期設定処理において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更されたか否かを検査す
るセキュリティチェック処理を実行するセキュリティチェック手段と、
　前記セキュリティチェック手段によるセキュリティチェック処理を実行する前記初期設
定処理の実行時間を、前記初期設定処理が実行されるごとに所定の時間範囲で変化させる
ことが可能な可変セキュリティ時間設定手段と、
　前記制御用ＣＰＵの動作とは別個にカウント値を更新するカウント手段と、
　前記遊技機のシステムリセット毎に、前記カウント手段によるカウント値を用いて、前
記数値データの初期値をランダムに設定する初期値設定手段と、
　遊技制御処理において前記乱数回路から読み出した乱数値を用いて、前記有利状態に制
御するか否かを判定する判定手段とを含み、
　前記不揮発性メモリは、前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵され、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータは、前記制御用ＣＰＵ以外による前記不揮発性メ
モリの外部読出を制限する読出制限回路を含み、
　識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段をさらに備え、
　所定条件の成立にもとづいて、識別情報を縮小した態様により表示可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　初期設定処理を実行した後、制御データに基づき遊技の進行を制御する遊技制御処理を
実行する制御用ＣＰＵを内蔵した遊技制御用マイクロコンピュータと、
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　前記制御データを記憶する不揮発性メモリと、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵又は外付けされて乱数値となる数値データ
を生成する乱数回路とを備え、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータは、
　前記初期設定処理において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更されたか否かを検査す
るセキュリティチェック処理を実行するセキュリティチェック手段と、
　前記セキュリティチェック手段によるセキュリティチェック処理を実行する前記初期設
定処理の実行時間を、固定時間に加えて予め選択可能な複数の延長時間のいずれかに設定
可能な延長セキュリティ時間設定手段と、
　前記制御用ＣＰＵの動作とは別個にカウント値を更新するカウント手段と、
　前記遊技機のシステムリセット毎に、前記カウント手段によるカウント値を用いて、前
記数値データの初期値をランダムに設定する初期値設定手段と、
　遊技制御処理において前記乱数回路から読み出した乱数値を用いて、前記有利状態に制
御するか否かを判定する判定手段とを含み、
　前記不揮発性メモリは、前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵され、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータは、前記制御用ＣＰＵ以外による前記不揮発性メ
モリの外部読出を制限する読出制限回路を含み、
　識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段をさらに備え、
　所定条件の成立にもとづいて、識別情報を縮小した態様により表示可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技機やスロットマシン等の遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この発明は、上記実状に鑑みてなされたものであり、遊技機の動作を制御するプログラ
ムの解析結果に基づく狙い撃ちなどの不正行為を防止できる遊技機を提供することを目的
とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
（１）上記目的を達成するため、本願の請求項に係る遊技機は、遊技者にとって有利な有
利状態（例えば大当り遊技状態など）に制御可能な遊技機（例えばパチンコ遊技機１など
）であって、初期設定処理（例えばセキュリティチェックプログラム５０６Ａによるセキ
ュリティチェック処理など）を実行した後、制御データ（例えばＲＯＭ５０６のユーザプ
ログラムエリアにおける記憶データなど）に基づき遊技の進行を制御する遊技制御処理（
例えば遊技制御用タイマ割込み処理など）を実行する制御用ＣＰＵ（例えばＣＰＵ５０５
など）を内蔵した遊技制御用マイクロコンピュータ（例えば遊技制御用マイクロコンピュ
ータ１００など）と、前記制御データを記憶する不揮発性メモリ（例えばＲＯＭ５０６な
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ど）と、前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵又は外付けされて乱数値となる数値
データを生成する乱数回路（例えば乱数回路５０９など）とを備え、前記遊技制御用マイ
クロコンピュータは、前記初期設定処理において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更さ
れたか否かを検査するセキュリティチェック処理を実行するセキュリティチェック手段（
例えばＣＰＵ５０５がステップＳ９～ステップＳ１４の処理を実行する部分など）と、前
記セキュリティチェック手段によるセキュリティチェック処理を実行する前記初期設定処
理の実行時間を、前記初期設定処理が実行されるごとに所定の時間範囲で変化させること
が可能な可変セキュリティ時間設定手段（例えばセキュリティ時間設定ＫＳＥＳのビット
番号［４－３］に基づきＣＰＵ５０５がステップＳ５～ステップＳ８の処理を実行する部
分など）と、前記制御用ＣＰＵの動作とは別個にカウント値を更新するカウント手段と、
前記遊技機のシステムリセット毎に、前記カウント手段によるカウント値を用いて、前記
数値データの初期値をランダムに設定する初期値設定手段と、遊技制御処理において前記
乱数回路から読み出した乱数値を用いて、前記有利状態に制御するか否かを判定する判定
手段（例えばＣＰＵ５０５がステップＳ１０１にて始動入賞判定処理を実行した後、ステ
ップＳ２４０の処理を実行する部分など）とを含み、前記不揮発性メモリは、前記遊技制
御用マイクロコンピュータに内蔵され、前記遊技制御用マイクロコンピュータは、前記制
御用ＣＰＵ以外による前記不揮発性メモリの外部読出を制限する読出制限回路（例えば内
部リソースアクセス制御回路５０１Ａなど）を含み、識別情報の可変表示を実行する可変
表示実行手段をさらに備え、所定条件の成立にもとづいて、識別情報を縮小した態様によ
り表示可能である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記（１）に記載の遊技機によれば、セキュリティチェック処理を実行する初期設定処
理の実行時間を、初期設定処理が実行されるごとに所定の時間範囲で変化させる。これに
より、遊技制御処理の実行開始タイミングを特定することが困難になり、遊技制御処理プ
ログラムの解析結果に基づく狙い撃ちや、いわゆる「ぶら下げ基板」を接続することによ
る不正行為を防止することができる。
　また、制御用ＣＰＵ以外による不揮発性メモリの外部読出を制限する読出制限回路が遊
技制御用マイクロコンピュータに含まれている。これにより、不揮発性メモリに記憶され
ている遊技制御処理プログラムを遊技制御用マイクロコンピュータの外部から読み出して
解析などをすることが困難になり、遊技制御処理プログラムの解析結果に基づく狙い撃ち
や、いわゆる「ぶら下げ基板」を接続することによる不正行為を防止することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（２）あるいは、遊技者にとって有利な有利状態（例えば大当り遊技状態など）に制御可
能な遊技機（例えばパチンコ遊技機１など）であって、初期設定処理（例えばセキュリテ
ィチェックプログラム５０６Ａによるセキュリティチェック処理など）を実行した後、制
御データ（例えばＲＯＭ５０６のユーザプログラムエリアにおける記憶データなど）に基
づき遊技の進行を制御する遊技制御処理（例えば遊技制御用タイマ割込み処理など）を実
行する制御用ＣＰＵ（例えばＣＰＵ５０５など）を内蔵した遊技制御用マイクロコンピュ
ータ（例えば遊技制御用マイクロコンピュータ１００など）と、前記制御データを記憶す
る不揮発性メモリ（例えばＲＯＭ５０６など）と、前記遊技制御用マイクロコンピュータ
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に内蔵又は外付けされて乱数値となる数値データを生成する乱数回路（例えば乱数回路５
０９など）とを備え、前記遊技制御用マイクロコンピュータは、前記初期設定処理におい
て前記不揮発性メモリの記憶内容が変更されたか否かを検査するセキュリティチェック処
理を実行するセキュリティチェック手段（例えばＣＰＵ５０５がステップＳ９～ステップ
Ｓ１４の処理を実行する部分など）と、前記セキュリティチェック手段によるセキュリテ
ィチェック処理を実行する前記初期設定処理の実行時間を、固定時間に加えて予め選択可
能な複数の延長時間のいずれかに設定可能な延長セキュリティ時間設定手段（例えばセキ
ュリティ時間設定ＫＳＥＳのビット番号［２－０］に基づきＣＰＵ５０５がステップＳ１
～ステップＳ４の処理を実行する部分など）と、前記制御用ＣＰＵの動作とは別個にカウ
ント値を更新するカウント手段と、前記遊技機のシステムリセット毎に、前記カウント手
段によるカウント値を用いて、前記数値データの初期値をランダムに設定する初期値設定
手段と、遊技制御処理において前記乱数回路から読み出した乱数値を用いて、前記有利状
態に制御するか否かを判定する判定手段（例えばＣＰＵ５０５がステップＳ１０１にて始
動入賞判定処理を実行した後、ステップＳ２４０の処理を実行する部分など）とを含み、
前記不揮発性メモリは、前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵され、前記遊技制御
用マイクロコンピュータは、前記制御用ＣＰＵ以外による前記不揮発性メモリの外部読出
を制限する読出制限回路（例えば内部リソースアクセス制御回路５０１Ａなど）を含み、
識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段をさらに備え、所定条件の成立にもとづ
いて、識別情報を縮小した態様により表示可能である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記（２）に記載の遊技機によれば、セキュリティチェック処理を実行する初期設定処
理の実行時間を、固定時間に加えて予め選択可能な複数の延長時間のいずれかに設定する
。これにより、遊技制御処理の実行開始タイミングを特定することが困難になり、遊技制
御処理プログラムの解析結果に基づく狙い撃ちや、いわゆる「ぶら下げ基板」を接続する
ことによる不正行為を防止することができる。
　また、制御用ＣＰＵ以外による不揮発性メモリの外部読出を制限する読出制限回路が遊
技制御用マイクロコンピュータに含まれている。これにより、不揮発性メモリに記憶され
ている遊技制御処理プログラムを遊技制御用マイクロコンピュータの外部から読み出して
解析などをすることが困難になり、遊技制御処理プログラムの解析結果に基づく狙い撃ち
や、いわゆる「ぶら下げ基板」を接続することによる不正行為を防止することができる。
　あるいは、前記遊技制御用マイクロコンピュータは、各々を識別可能な複数種類の識別
情報（例えば特別図柄や飾り図柄など）の可変表示パターンを、複数種類のうちのいずれ
かに決定する可変表示パターン決定手段を更に含み、前記可変表示パターン決定手段によ
る決定結果に基づいて、前記識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段を更に備え
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９０】
（３）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機は、始動条件の成立（例えばステ
ップＳ２０２、Ｓ２０５におけるＹｅｓの判定や、ステップＳ２１５におけるＮｏの判定
など）に基づいて、各々を識別可能な複数種類の識別情報（例えば特別図柄や飾り図柄な
ど）を可変表示する可変表示装置（例えば第１特別図柄表示装置４Ａや第２特別図柄表示
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装置４Ｂ、画像表示装置５など）を備え、前記識別情報の可変表示結果が予め定められた
特定表示結果（例えば大当り図柄や大当り組合せの確定飾り図柄など）となったときに、
遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態など）に制御する遊技機（例
えばパチンコ遊技機１など）であって、初期設定処理（例えばセキュリティチェックプロ
グラム５０６Ａによるセキュリティチェック処理など）を実行した後、制御データ（例え
ばＲＯＭ５０６のユーザプログラムエリアにおける記憶データなど）に基づき遊技の進行
を制御する遊技制御処理（例えば遊技制御用タイマ割込み処理など）を実行する制御用Ｃ
ＰＵ（例えばＣＰＵ５０５など）を内蔵した遊技制御用マイクロコンピュータ（例えば遊
技制御用マイクロコンピュータ１００など）と、前記制御データを記憶する不揮発性メモ
リ（例えばＲＯＭ５０６など）と、前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵又は外付
けされて乱数値となる数値データを生成する乱数回路（例えば乱数回路５０９など）と、
所定操作に応じて遊技開始信号を出力する遊技開始操作手段（例えば遊技開始スイッチ３
１など）とを備え、前記遊技制御用マイクロコンピュータは、前記初期設定処理において
前記不揮発性メモリの記憶内容が変更されたか否かを検査するセキュリティチェック処理
を実行するセキュリティチェック手段（例えばＣＰＵ５０５がステップＳ９～ステップＳ
１４の処理を実行する部分など）と、前記セキュリティチェック手段によるセキュリティ
チェック処理を実行する前記初期設定処理の実行時間を、前記初期設定処理が実行される
ごとに所定の時間範囲で変化させる可変セキュリティ時間設定手段（例えばセキュリティ
時間設定ＫＳＥＳのビット番号［４－３］に基づきＣＰＵ５０５がステップＳ５～ステッ
プＳ８の処理を実行する部分など）と、前記乱数回路による乱数値の生成動作が開始され
た後、前記遊技開始操作手段から遊技開始信号が出力されたときに、遊技制御処理の実行
を開始させる遊技制御開始手段（例えばＣＰＵ５０５がステップＳ３５におけるＹｅｓの
判定に基づきステップＳ３６の処理を実行してから、ステップＳ９１～ステップＳ９８の
処理よりなる遊技制御用タイマ割込み処理を実行する部分など）と、遊技制御処理におい
て前記乱数回路から読み出した乱数値を用いて、前記特定遊技状態に制御するか否かを、
前記識別情報の可変表示結果が導出表示される以前に判定する事前判定手段（例えばＣＰ
Ｕ５０５がステップＳ１０１にて始動入賞判定処理を実行した後、ステップＳ２４０の処
理を実行する部分など）とを含む。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９１】
　上記（３）に記載の遊技機によれば、セキュリティチェック処理を実行する初期設定処
理の実行時間を、初期設定処理が実行されるごとに所定の時間範囲で変化させる。これに
より、遊技制御処理の実行開始タイミングを特定することが困難になり、遊技制御処理プ
ログラムの解析結果に基づく狙い撃ちや、いわゆる「ぶら下げ基板」を接続することによ
る不正行為を防止することができる。
　また、遊技開始信号が出力されたときに遊技制御処理の実行を開始させるので、遊技制
御処理の実行開始タイミングから乱数回路の動作開始タイミングを特定することが困難に
なり、狙い撃ちなどによる不正行為を防止することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９２】
（４）あるいは、始動条件の成立（例えばステップＳ２０２、Ｓ２０５におけるＹｅｓの
判定や、ステップＳ２１５におけるＮｏの判定など）に基づいて、各々を識別可能な複数
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種類の識別情報（例えば特別図柄や飾り図柄など）を可変表示する可変表示装置（例えば
第１特別図柄表示装置４Ａや第２特別図柄表示装置４Ｂ、画像表示装置５など）を備え、
前記識別情報の可変表示結果が予め定められた特定表示結果（例えば大当り図柄や大当り
組合せの確定飾り図柄など）となったときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態（例え
ば大当り遊技状態など）に制御する遊技機（例えばパチンコ遊技機１など）であって、初
期設定処理（例えばセキュリティチェックプログラム５０６Ａによるセキュリティチェッ
ク処理など）を実行した後、制御データ（例えばＲＯＭ５０６のユーザプログラムエリア
における記憶データなど）に基づき遊技の進行を制御する遊技制御処理（例えば遊技制御
用タイマ割込み処理など）を実行する制御用ＣＰＵ（例えばＣＰＵ５０５など）を内蔵し
た遊技制御用マイクロコンピュータ（例えば遊技制御用マイクロコンピュータ１００など
）と、前記制御データを記憶する不揮発性メモリ（例えばＲＯＭ５０６など）と、前記遊
技制御用マイクロコンピュータに内蔵又は外付けされて乱数値となる数値データを生成す
る乱数回路（例えば乱数回路５０９など）と、所定操作に応じて遊技開始信号を出力する
遊技開始操作手段（例えば遊技開始スイッチ３１など）とを備え、前記遊技制御用マイク
ロコンピュータは、前記初期設定処理において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更され
たか否かを検査するセキュリティチェック処理を実行するセキュリティチェック手段（例
えばＣＰＵ５０５がステップＳ９～ステップＳ１４の処理を実行する部分など）と、前記
セキュリティチェック手段によるセキュリティチェック処理を実行する前記初期設定処理
の実行時間を、固定時間に加えて予め選択可能な複数の延長時間のいずれかに設定する延
長セキュリティ時間設定手段（例えばセキュリティ時間設定ＫＳＥＳのビット番号［２－
０］に基づきＣＰＵ５０５がステップＳ１～ステップＳ４の処理を実行する部分など）と
、前記乱数回路による乱数値の生成動作が開始された後、前記遊技開始操作手段から遊技
開始信号が出力されたときに、遊技制御処理の実行を開始させる遊技制御開始手段（例え
ばＣＰＵ５０５がステップＳ３５におけるＹｅｓの判定に基づきステップＳ３６の処理を
実行してから、ステップＳ９１～ステップＳ９８の処理よりなる遊技制御用タイマ割込み
処理を実行する部分など）と、遊技制御処理において前記乱数回路から読み出した乱数値
を用いて、前記特定遊技状態に制御するか否かを、前記識別情報の可変表示結果が導出表
示される以前に判定する事前判定手段（例えばＣＰＵ５０５がステップＳ１０１にて始動
入賞判定処理を実行した後、ステップＳ２４０の処理を実行する部分など）とを含む。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９３】
　上記（４）に記載の遊技機によれば、セキュリティチェック処理を実行する初期設定処
理の実行時間を、固定時間に加えて予め選択可能な複数の延長時間のいずれかに設定する
。これにより、遊技制御処理の実行開始タイミングを特定することが困難になり、遊技制
御処理プログラムの解析結果に基づく狙い撃ちや、いわゆる「ぶら下げ基板」を接続する
ことによる不正行為を防止することができる。
　また、遊技開始信号が出力されたときに遊技制御処理の実行を開始させるので、遊技制
御処理の実行開始タイミングから乱数回路の動作開始タイミングを特定することが困難に
なり、狙い撃ちなどによる不正行為を防止することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９４】
（５）あるいは、遊技媒体を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することにより
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ゲームを開始させることが可能となり、各々を識別可能な複数種類の入賞用識別情報を可
変表示させる入賞用可変表示部に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該
入賞用可変表示部に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能である遊技機（例えばス
ロットマシンなど）であって、初期設定処理を実行した後、ゲーム制御データに基づきゲ
ームの進行を制御するゲーム制御処理を実行する制御用ＣＰＵを内蔵した遊技制御用マイ
クロコンピュータ（例えばスロットマシンの主基板に搭載された遊技制御用マイクロコン
ピュータなど）と、前記ゲーム制御データを記憶する不揮発性メモリ（例えばスロットマ
シンの遊技制御用マイクロコンピュータが備えるＲＯＭなど）と、前記遊技制御用マイク
ロコンピュータに内蔵又は外付けされて乱数値となる数値データを生成する乱数回路（例
えばスロットマシンの主基板に搭載された乱数回路など）と、所定操作に応じて遊技開始
信号を出力する遊技開始操作手段（例えばスロットマシンに設置された遊技開始スイッチ
など）とを備え、前記初期設定処理において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更された
か否かを検査するセキュリティチェック処理を実行するセキュリティチェック手段（例え
ばスロットマシンにおいてステップＳ９～Ｓ１４に相当する処理が実行される部分など）
と、前記セキュリティチェック手段によるセキュリティチェック処理を実行する前記初期
設定処理の実行時間を、前記初期設定処理が実行されるごとに所定の時間範囲で変化させ
る可変セキュリティ時間設定手段（例えばスロットマシンにおいてステップＳ５～Ｓ８に
相当する処理が実行される部分など）と、前記乱数回路による乱数値の生成動作が開始さ
れた後、前記遊技開始操作手段から遊技開始信号が出力されたときに、ゲーム制御処理の
実行を開始させるゲーム制御開始手段（例えばスロットマシンにてステップＳ３５やステ
ップＳ３６に相当する処理を実行してから、ゲーム制御用処理を実行する部分など）と、
ゲーム制御処理において前記乱数回路から読み出した乱数値を用いて、遊技者にとって有
利な特定遊技状態への移行を伴う特定入賞（例えば、ビッグボーナス、ＡＴ・ＣＴ・ＲＴ
・ＡＲＴ等）を含む複数種類の入賞各々の発生を許容するか否かを、前記入賞用識別情報
の可変表示結果が導出表示される以前に判定する入賞用事前判定手段（例えばスロットマ
シンにてステップＳ２４０に相当する処理が実行される部分など）とを含む。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９５】
　上記（５）に記載の遊技機によれば、セキュリティチェック処理を実行する初期設定処
理の実行時間を、初期設定処理が実行されるごとに所定の時間範囲で変化させる。これに
より、ゲーム制御処理の実行開始タイミングを特定することが困難になり、ゲーム制御処
理プログラムの解析結果に基づく狙い撃ちや、いわゆる「ぶら下げ基板」を接続すること
による不正行為を防止することができる。
　また、遊技開始信号が出力されたときにゲーム制御処理の実行を開始させるので、ゲー
ム制御処理の実行開始タイミングから乱数回路の動作開始タイミングを特定することが困
難になり、狙い撃ちなどによる不正行為を防止することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９６】
（６）あるいは、遊技媒体を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することにより
ゲームを開始させることが可能となり、各々を識別可能な複数種類の入賞用識別情報を可
変表示させる入賞用可変表示部に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該
入賞用可変表示部に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能である遊技機（例えばス
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ロットマシンなど）であって、初期設定処理を実行した後、ゲーム制御データに基づきゲ
ームの進行を制御するゲーム制御処理を実行する制御用ＣＰＵを内蔵した遊技制御用マイ
クロコンピュータ（例えばスロットマシンの主基板に搭載された遊技制御用マイクロコン
ピュータなど）と、前記ゲーム制御データを記憶する不揮発性メモリ（例えばスロットマ
シンの遊技制御用マイクロコンピュータが備えるＲＯＭなど）と、前記遊技制御用マイク
ロコンピュータに内蔵又は外付けされて乱数値となる数値データを生成する乱数回路（例
えばスロットマシンの主基板に搭載された乱数回路など）と、所定操作に応じて遊技開始
信号を出力する遊技開始操作手段（例えばスロットマシンに設置された遊技開始スイッチ
など）とを備え、前記初期設定処理において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更された
か否かを検査するセキュリティチェック処理を実行するセキュリティチェック手段（例え
ばスロットマシンにおいてステップＳ９～Ｓ１４に相当する処理が実行される部分など）
と、前記セキュリティチェック手段によるセキュリティチェック処理を実行する前記初期
設定処理の実行時間を、固定時間に加えて予め選択可能な複数の延長時間のいずれかに設
定する延長セキュリティ時間設定手段（例えばスロットマシンにおいてステップＳ１～Ｓ
４に相当する処理が実行される部分など）と、前記乱数回路による乱数値の生成動作が開
始された後、前記遊技開始操作手段から遊技開始信号が出力されたときに、ゲーム制御処
理の実行を開始させるゲーム制御開始手段（例えばスロットマシンにてステップＳ３５や
ステップＳ３６に相当する処理を実行してから、ゲーム制御用処理を実行する部分など）
と、ゲーム制御処理において前記乱数回路から読み出した乱数値を用いて、遊技者にとっ
て有利な特定遊技状態への移行を伴う特定入賞（例えば、ビッグボーナス、ＡＴ・ＣＴ・
ＲＴ・ＡＲＴ等）を含む複数種類の入賞各々の発生を許容するか否かを、前記入賞用識別
情報の可変表示結果が導出表示される以前に判定する入賞用事前判定手段（例えばスロッ
トマシンにてステップＳ２４０に相当する処理が実行される部分など）とを含む。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９７】
　上記（６）に記載の遊技機によれば、セキュリティチェック処理を実行する初期設定処
理の実行時間を、固定時間に加えて予め選択可能な複数の延長時間のいずれかに設定する
。これにより、ゲーム制御処理の実行開始タイミングを特定することが困難になり、ゲー
ム制御処理プログラムの解析結果に基づく狙い撃ちや、いわゆる「ぶら下げ基板」を接続
することによる不正行為を防止することができる。
　また、遊技開始信号が出力されたときにゲーム制御処理の実行を開始させるので、ゲー
ム制御処理の実行開始タイミングから乱数回路の動作開始タイミングを特定することが困
難になり、狙い撃ちなどによる不正行為を防止することができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５０３】
　上記（９）に記載の遊技機においては、乱数用クロック生成回路から供給される乱数用
クロック信号の入力状態に基づき、乱数回路の動作状態に異常が発生したか否かを判定す
る。これにより、乱数用クロック信号として不正信号を入力することによる不正行為を防
止することができる。
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